
機構改革について

問	 機構改革の狙いは。

答（企画政策部長）　あんなか再起動プロジ

ェクトをはじめとした政策に基づく事業の

推進を図るため、機動力のある行政組織の

実現を目指して再編しました。

問	 新設の政策・デジタル推進課の目的は。

答（企画政策部長）　あんなか再起動プロジ

ェクトの推進、総合計画の策定、情報管理

と連携したDXの推進のため配置しました。

問	 組織変更については理解したが、配置さ

れた職員のモチベーションを高めることが

最も重要であると考えるが市長の考えは。

答（市長）　まったく同感です。職員一人一

人が自身の役割を理解して職務に当たり、

スピードと決断をもって市政発展に繋げて

いきます。

DXの推進について

問	 健康保険証の誤登録が全国で約7,300件

との報告があるが、国に対し改善を要望す

るのか、市長の考えは。

答（市長）　県選出国会議員との会合で、市

長会としてマイナンバー制度に関する要望

を行いました。今後も信頼回復に向け全力

を投じるよう積極的に要望していきます。

問	 現在、市で行えるオンライン手続きは。

答（企画政策部長）　口座振替の申し込みが

できるサービスのほか、道路占用の申請や

水道の開栓、閉栓などが可能な「ぐんま電

子申請受付システム」が利用できます。

問	 今後のオンライン手続きの活用策は。

答（企画政策部長）　「ぐんま電子申請受付

システム」の活用を広げるほか、マイナポ

ータルを活用した「ぴったりサービス」と

の連携等を検討していきます。

　その他、都市計画事業と公共交通について

質問しました。

減災対策について

問	 九十九川と碓氷川合流点の整備状況と、

湯ノ入橋架け替え工事の完成時期は。

答（まちづくり部長）　令和５年度は用地買

収を行い、右岸側堤防工事は、令和11年度

に完成予定と聞いています。左岸側は令和

11年度の国民スポーツ大会後になる予定で

す。橋は令和７年度に橋梁工事を完了し、

８年度に取り付け道路が完成予定です。

問	 安中中央体育館西側ののり面が一部崩落

し一時通行止めとなった。経緯と今後の対

応や整備計画は。また、危険な盛土対策の

ため「土砂災害防止条例」制定はどうか。

答（まちづくり部長）　当該盛り土は令和元

年８月に地元区長から連絡があり判明しま

した。原因者にも聞き取りや各法令等に基

づく適正な手続きをとるよう指導しました。

今後は、国や県の廃棄物・リサイクル課と

連携し、崩落対策や県の土砂条例に基づく

指導に努めます。また、本市としては、盛

土規制法に関する国や県の動きを踏まえ、

盛土に対する今後の対策の検討を進めます。

問	 郷原の安中工業団地の急傾斜地で、３月

中旬にモルタル吹付が突如一部崩落した。

これまでの経緯と市の見解は。

答（みりょく創出部長）　平成29、30年度に

県単治山事業として西部環境森林事務所が

施行し、市も費用を一部負担しました。国

土保全政策であり、必要不可欠な事業です。

今後も県と連携を図り取り組みを進めます。
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盛土規制法…�熱海市の盛土崩落事故を契機に作られた法律で本年５月に施行された。危険な盛土を全国一律で規制する改正宅地造
成規制法のこと。

安中中央体育館西側のり面が一部崩落
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